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会 議 名 令和７年度　第４回　匝瑳市地域公共交通活性化協議会

 
日 時 令和８年１月２０日（火）　１４：００～１４：４０

 
場 所 市民ふれあいセンター２階　視聴覚室

 

出 席 者

【委員】 

（出席：１７名）　 

長田会長、藤井副会長、江波戸委員、林（鉄）委員、林（雅）委員、梅田委員（代理

出席：佐伯氏）、田中委員（代理出席：南雲課長）、笹本委員、崎山委員、髙橋委員（代

理出席：秦野成東駅長）、越川委員、佐久間委員、福浪委員、伊藤（昌）委員（代理出席：

進主事）、三瓶委員（代理出席：黒岩事務長）、河田委員、木内委員 

（欠席：５名） 

　加藤委員、成田委員、高山委員、橋口委員、伊藤（賢）委員 

【事務局】 

　匝瑳市環境生活課　岩瀬環境生活課長、市民協働班　椎名統括、米本主査補

 

会 議 概 要

１　開会 

２　会長あいさつ 

３　議事 

(1)　補助金を活用した事業評価について 

　(2)　匝瑳市地域公共交通活性化協議会規約の改正について 

　４　報告 

(1)　デマンド型交通の利用状況について 

　５　その他 

６　閉会

 

会 議 資 料

資料１　　　匝瑳市地域公共交通活性化協議会委員名簿 

資料２－１　令和７年度地域公共交通確保維持改善事業・事業評価 

（地域公共交通計画／生活交通確保維持改善計画に基づく事業） 

資料２－２　事業実施と地域公共交通計画／生活交通確保維持改善計画との関連に 

ついて 

資料２－３　令和７年度地域公共交通確保維持改善事業・事業評価 

　　　　　（生活交通確保維持改善計画に基づく事業） 

資料２－４　事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について 

資料３　　　匝瑳市地域公共交通活性化協議会規約新旧対照表 

資料４　　　匝瑳市地域公共交通活性化協議会運賃協議分科会規約 

資料５　　　匝瑳市デマンド型交通利用者登録状況等報告書
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会議結果概要 

【議事】 

(1)　 補助金を活用した事業評価について 

　 資料２－１から資料２－４について事務局から説明後、質疑応答 

 

(2)　匝瑳市地域公共交通活性化協議会規約の改正について 

　 資料３と資料４について事務局から説明後、質疑応答 

 

【報告】 

(1)　デマンド型交通の利用状況について 

　 資料５について事務局から報告後、質疑応答 

 会 長 ・　事務局の説明が終わりました。御意見、御質問等がございましたら、お願い

いたします。

 会 長 ・　それでは、御意見、御質問がないようでしたら、質疑を打ち切らせていただ

きます。本件につきましては、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

 委 員 一 同 ・　異議なし。

 会 長 ・　ありがとうございます。続いて、議事２に移ります。

 会 長 ・　事務局の説明が終わりました。御意見、御質問等がございましたら、お願い

いたします。

 会 長 ・　それでは、御意見、御質問がないようでしたら、質疑を打ち切らせていただ

きます。本件につきましては、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

 委 員 一 同 ・　異議なし。

 会 長 ・　ありがとうございます。続いて、報告に移ります。

 会 長 ・　事務局の説明が終わりました。御意見、御質問等がございましたら、お願い

いたします。

 副 会 長 ・　今日は基本的に国に報告する内容と、それからデマンドの状況といったとこ

ろで、あまり話すことはないのですが、やはりデマンドは以前から毎回お話を

していますが、かなり心配していたものが、順調に利用されている。そして、

利用者も 12月の数値を見てみると、（各エリア）12 名を超えてきている。そう

いった面では非常に順調な動きをしている。南部と北部でほとんど差がないと

いうことで、広域の利用といったものがなされていると、こういった状況で一

安心しているところです。その反面、冒頭であった循環バスが収支率の観点か

ら見ると、目標値の約半数ぐらいになっている所もある。匝瑳市の場合には、

市全体を循環バスとデマンドがエリア競合している。競合しているといっても、

モビリティの活用の仕方や利用状況が違うので、差別化されているだろうとい

うことで、その使い分けができている。運賃格差もあるので、そういった面で

は利用が分かれるだろうといったところがございました。  

その中でもやはり循環バスの伸びがあまり芳しくない中で、どういう利用実 

態になっているのか。デマンドが活用されることになって、トータルとして 

の高齢者の外出機会が増えたのかどうかとかですね。何か違った観点からの視

点も一つ組み合わせていかないと。単なる収支率の低下だけで、それを伸ばそ
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 うとしても、現実的な利用者数の伸び悩みということもございますので、ちょ

っと違った側面も、福祉系の委員の方もいらっしゃいますから、高齢者の外出

機会の増加についても、是非一度、調査のタイミングを含めて検討していただ

けるとありがたいなと思います。 

それとデマンドに関しては、順調にはいっていますが、しばらくアンケート 

調査をやっていないですよね。それで実際に中央地区近辺の方たちは、デマン

ドの利用が多い。これは人口が多いのはもちろんあるとは思いますが、500 円

で運行している中で、活用するにあたっても、中央地区を回っていると乗り合

いとか、あるいは送迎、この時間と距離が短く済むので、回転率が上がる。飯

高とか、遠い方まで行くと、迎えの時間が相当かかってしまう。要望に対して

答え切れているのかどうか。そういったところがやはり課題が残っているんだ

ろうなと思います。実際に使いたいけど、又は一度使ってみたけど、なかなか

予約が取れないとか、そういった中で利用を辞めた方がいるのかどうか、こう

いったところも含めて確認をお願いしたい。 

やはりデマンドが今順調ではあるといっても、本当に使ってほしい駅から離

れた地域の方達の利用といったものが、きちんと運用されてるかどうか。その

辺のチェックは、もう 2年くらいの運用をやっているので、ある程度定着して

きた中で逆に利用できない層がいるかいないか、こういったところについても、

検討された方がいいかなと思います。全体の計画の見直しであったり、将来的

には、今回医療施設への利用が多いといったところもありますが、そういった

中で、医療施設そのものが、駅周辺地区に移転になった時にどういう利用実態

に転換するのかといったところも含めて、事前にある程度の利用者ニーズを把

握することもそろそろ始めてもいいかなという気がいたしますので、事務局は、

その辺のプラスアルファになりますが、是非ご検討いただけるとありがたいな

と思います。 

あと、収支率のところで、他の自治体さんでもよく出てきているのですが、

バス等におきましても、燃油代、人件費等を上げていくと、まあ上げざるを得

ないという今の社会的な外部状況の中で、単純に収支率が目標値に対して下回

っていると言えるかといったところは、常に意識しとかないといけない。利用

者数は伸びているけど、収支率が下がっているという、自治体の事例として結

構挙がってきています。だから収支率は駄目だということではないのですが、

見とかなくてはいけないんですが、燃油代、人件費の双方が上がったことをき

ちんと分けて、やはり実際の利用者に対して、どういった自治体としての費用

をかけ、また補助金をもらっているものであれば、補助金がきちんと活用でき

ているのかどうか、そういったことを精査する意味でも、燃油代相当分の外部

費用の高騰については、是非分けて考えることをご検討いただきたい。また、

中にはバス路線の減便によるとか、そういった対応をされているとは思うんで

すが、減便して収支率は改善すると、確か今回の協議会の資料の中にも表現が

あったかと思いますが、これも他の自治体で大きな問題になっているのですが、

収支率は改善したとしても、交通事業者さんの立場からすると、路線を減便し

ないと収支率が改善しないということで減便をする。かつ日中とか夜とかそう



4

 

【その他】 

 いう閑散期、こういったところの減便はするのですが、減便しても、運転手さ

んを 1便ごとに単価を決めて、会社経営をやっているわけではなくて、そうい

った面では減便したことが現実的にはそれが収入減に繋がっている。そういっ

たところで収支率を改善したそのものが本当に会社経営の上での健全な運行改

善につながっているのかといったところも、そろそろきちんと自治体としても

見ていかなくてはいけない。そういった面では、補助金の考え方、補助金をく

ださいと、現状大変だと交通事業者さんも心苦しい中、やはりそうせざるを得

ないところもあるのですが、ただやはり現実的にその収支という数値だけで見

た場合には、そういったところが抜けてしまうこともありますので、ぜひあの

交通利用者さん達の現状といったところも、事務局としては、運行改善にどう

つながっているかといったところも共有していただきながら、まあ、こういう

もしも齟齬や改善していかなければいけないところがあれば、この公共交通会

議で、こういった状況で問題を抱えているんだといったようなところもご紹介

いただけるとありがたいなと思います。やはり問題を共有することで、自治体

の改善につながるといったこともございますので、是非その辺をお願いします。

以上でございます。

 会 長 ・　ただいまの意見について、事務局はこの協議会に向けて、検討するようにお

願いします。

 会 長 ・　その他、御意見、御質問はございますか。それでは、御意見、御質問がない

ようでしたら、質疑を打ち切らせていただきます。続いて、その他に移ります。

 会 長 ・　その他、皆様から御意見、御質問等がございましたら、お願いいたします。

 事 務 局 ・　次回協議会のスケジュールと内容について報告。

 会 長 ・　その他、皆様から御意見、御質問等がございましたら、お願いいたします。

それでは、御意見、御質問等がないようでしたら、質疑を打ち切らせていただ

きます。以上で、全ての議事が終了いたしました。お疲れ様でした。


